
（上）楽団の演奏に聴き入る来場者
（右）演奏に使う楽器の説明をする楽団員
（第3回議場コンサート 平成26年6月6日 撮影）

平成26年

第2回
定例会

２面3面4面5面6面7面8面
紙
面
の
紹
介
（
も
く
じ
）

一
般
質
問
の
要
旨

　
森　
　
信
一　
　
　
議
員
（
改
革
）

　
坂
井　
か
ず
ひ
こ　
議
員
（
改
革
）

　
石
塚　
真
知
子　
　
議
員
（
改
革
）

　
石
田　
ひ
ろ
こ　
　
議
員
（
無
所
属
）

　
小
峰　
和
美　
　
　
議
員
（
み
ん
な
）

　
森
田　
い
さ
お　
　
議
員
（
み
ん
な
）

一
般
質
問
の
要
旨

　
納
田　
さ
お
り　
　
議
員
（
無
所
属
）

　
大
林　
光
昭　
　
　
議
員
（
公
明
）

　
藤
田　
美
智
子　
　
議
員
（
公
明
）

　
佐
藤　
公
男　
　
　
議
員
（
公
明
）

　
小
幡　
勝
己　
　
　
議
員
（
公
明
）

　
浜
中　
の
り
か
た　
議
員
（
自
民
）

一
般
質
問
の
要
旨

　
田
中　
の
り
あ
き　
議
員
（
自
民
）

　
保
谷　
な
お
み　
　
議
員
（
自
民
）

　
酒
井　
豪
一
郎　
　
議
員
（
自
民
）

　
稲
垣　
裕
二　
　
　
議
員
（
自
民
）

　
小
林　
た
つ
や　
　
議
員
（
自
民
）

　
遠
藤　
源
太
郎　
　
議
員
（
自
民
）

一
般
質
問
の
要
旨

　
浅
野　
髙
司　
　
　
議
員
（
自
民
）

　
石
田　
し
こ
う　
　
議
員
（
無
所
属
）

　
安
斉　
慎
一
郎　
　
議
員
（
共
産
）

　
倉
根　
康
雄　
　
　
議
員
（
共
産
）

　
藤
岡　
智
明　
　
　
議
員
（
共
産
）

　
保
谷　
清
子　
　
　
議
員
（
共
産
）

一
般
質
問
の
要
旨

　
大
友　
か
く
子　
　
議
員
（
無
所
属
）

　
桐
山　
ひ
と
み　
　
議
員
（
無
所
属
）

用
語
の
解
説

本
会
議
の
審
議
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

企
画
総
務
委
員
会
視
察
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ

文
教
厚
生
委
員
会
視
察
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ

建
設
環
境
委
員
会
視
察
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ

議
会
N
E
W
S

　
大
好
評
♪
第
３
回
議
場
コ
ン
サ
ー
ト

議
案
の
議
決
結
果
一
覧

陳
情
の
結
果

今
定
例
会
で
可
決
し
た
意
見
書

会
派
及
び
会
派
名
の
変
更

会
議
の
開
催
状
況

お
知
ら
せ

編
集
後
記

議場がコンサート会場に！！
～３回目となる市議会主催の議場コンサートを開催！～
第2回定例会初日の本会議開会前に、東京ニューシティ管弦楽団（木

管五重奏）による議場コンサートを開催しました。
当日は48人の市民の方がお越しになり、管楽器から奏でられる美し
い旋律に酔いしれました。
また、終了後のアンケートの感想でも「すばらしい演奏だった」など
の意見が多く、大変好評でした。
⇒詳しくは7面「議会ＮＥＷＳ」をご覧ください。

○第2回定例会
会期…6月6日(金）～6月20日(金) 15日間

審議
件数

可決・
採択

否決・
不採択

取り
下げ継続

市長提出議案 7 7
委員会提出議案 1 1
議員提出議案 8 5 3
陳情 8 1 4 2 1
※「可決・採択」には、同意・趣旨採択を含んでいます。

西  東  京  市  議  会 だ  よ  り

西東京市
Nishitokyo City

〒188-8666 西東京市南町5-6-13　　 042-464-1311　　編集／議会報編集委員会　発行／西東京市議会

お知り合いの方でご希望の方がいらっしゃいましたら
谷戸図書館（☎042-421-4545）へお問い合わせください。

「声の市議会だより」をお届けしています。
（録音テープ）

第61号
平成26年8月15日
（2014年）
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健康・子育て応援情報システム
ポータルサイト

こもれびホール（中町１丁目）

質
問　
行
財
政
改
革
と
し
て
各

事
業
の
民
間
委
託
化
を
進
め
て

い
る
が
、
民
間
委
託
の
目
的
と

意
義
に
つ
い
て
問
う
。

市
長　
民
間
事
業
者
が
有
す
る

ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
り
質
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
を
効
率
的
か
つ
効
果
的

に
提
供
し
、
ま
た
、
事
業
経
費

の
削
減
等
に
よ
り
行
政
資
源
の

適
正
な
配
分
が
可
能
と
な
る
。

意
見　
民
間
委
託
を
す
る
際
は
、

市
民
（
利
用
者
）
と
の
十
分
な

事
前
協
議
を
す
る
こ
と
。
ま
た
、

全
て
を
民
間
委
託
す
る
の
で
は

な
く
直
営
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
て
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問　
平
成
26
年
７
月
か
ら
健

康
・
子
育
て
応
援
情
報
シ
ス
テ

ム
専
用
サ
イ
ト
が
開
設
さ
れ
る

が
、
こ
の
中
に
父
親
向
け
の
子

育
て
情
報
や
先
輩
パ
パ
の
体
験

談
な
ど
を
掲
載
し
、
父
親
が
身

近
に
利
用
で
き
る
サ
イ
ト
を
つ

く
れ
な
い
か
。

市
長　

サ
イ
ト

の
登
録

は
、
両

親
そ
れ

ぞ
れ
で

可
能
で

あ
る
。

父
親
向

け
の
サ
ー
ビ
ス
充
実
に
つ
い
て
、

サ
イ
ト
利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
等
を
実
施
し
て
、
よ
り
ニ
ー

ズ
の
高
い
情
報
が
提
供
で
き
る

よ
う
に
努
力
す
る
。

質
問　
平
成
27
年
度
以
降
、
介

護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、

要
支
援
１
・
２
が
地
域
支
援
事

業
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た

が
市
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

市
長　
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

て
、
多
様
な
主
体
に
よ
る
事
業

の
受
け
皿
の
基
盤
整
備
を
図
っ

て
い
く
。

質
問　
西
原
自
然
公
園
な
ど
の

公
園
・
緑
地
の
保
全
・
整
備
に

つ
い
て
伺
う
。

市
長　
公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
様
と
協
働
で
計
画
的
な
老
木

の
伐
採
、
植
栽
や
除
草
な
ど
を

行
い
、
市
民
の
皆
様
に
利
用
し

や
す
い
公
園
に
な
る
よ
う
維
持

管
理
に
努
め
て
い
る
。

質
問　
田
無
駅
南
口
駅
前
広
場

整
備
に
向
け
た
現
在
の
状
況
と

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

市
長　
東
京
都
と
協
議
を
行
い

都
市
計
画
決
定
区
域
の
変
更
を

行
う
こ
と
に
対
し
、
５
月
30
日

付
で
東
京
都
か
ら「
意
見
な
し
」

と
い
う
回
答
が
あ
っ
た
。
平
成

26
年
夏
ご
ろ
を
目
途
に
都
市
計

画
決
定
区
域
の
変
更
手
続
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
事
業

予
定
区
域
の
測
量
作
業
を
行

い
、
平
成
27
年
度
以
降
早
期
の

事
業
認
可
取
得
を
目
指
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
地
元
の

関
係
権
利
者
の
方
々
へ
の
丁
寧

な
説
明
を
行
い
合
意
形
成
に
努

め
る
。

質
問　
住
民
票
、
印
鑑
証
明
書

の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
推
進
し
て

ほ
し
い
。
考
え
を
伺
う
。

市
長　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
貢
献
す
る

方
策
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
。
平
成
28
年
１
月
か
ら
開

始
予
定
の
個
人
番
号
制
度
の
進

捗
や
浸
透
状
況
、
個
人
カ
ー
ド

の
普
及
状
況
な
ど
多
方
面
か
ら

検
討
を
行
い
、
便
利
で
効
果
的

な
証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
構

築
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

社
会
的
養
護
に
つ
い
て

質
問　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ

り
親
元
で
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も

を
公
的
責
任
で
養
育
・
支
援
す

る
社
会
的
養
護
に
つ
い
て
、
市

の
現
状
や
課
題
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
か
。

答
弁　
都
内
に
は
親
元
で
暮
ら

せ
な
い
子
ど
も
が
約
４
千
人
い

る
。
家
庭
に
か
わ
る
養
育
環
境

や
心
身
の
ケ
ア
を
必
要
と
す
る

環
境
が
必
要
で
あ
り
、
可
能
な

限
り
家
庭
的
な
環
境
に
お
い
て

育
ま
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
が
、

里
親
制
度
に
つ
い
て
は
社
会
的

認
知
度
が
低
く
、
児
童
が
抱
え

る
問
題
が
複
雑
化
し
て
き
て
お

り
里
親
へ
の
委
託
が
困
難
な
ケ

ー
ス
が
多
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

意
見　
市
民
が
里
親
制
度
の
理

解
を
深
め
、
地
域
で
手
を
携
え

て
支
援
し
て
い
け
る
よ
う
市
が

積
極
的
に
働
き
か
け
る
べ
き
で

あ
る
。
社
会
的
養
護
の
も
と
に

暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
の
実
情
に

目
を
向
け
、
夢
を
実
現
で
き
る

よ
う
き
め
細
や
か
な
支
援
を
行

う
べ
き
で
あ
る
。

が
ん
検
診
事
業
に
つ
い
て

質
問　
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
お
け

る
検
診
バ
ス
を
用
い
た
が
ん
検

診
は
、
未
受
診
者
対
策
に
有
効

だ
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答
弁　
が
ん
に
対
す
る
意
識
が

さ
ほ
ど
な
い
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
的
な
意
味
合
い
か
ら
す
れ
ば

効
果
的
な
手
法
の
一
つ
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
今
後
も
先
進

事
例
の
手
法
を
学
び
つ
つ
調
査

検
討
し
て
い
く
。

質
問　
泉
小
・
住
吉
小
の
統
合

に
つ
い
て
は
泉
小
の
児
童
を
は

じ
め
、
受
け
入
れ
校
と
な
る
住

吉
小
の
児
童
、
ま
た
事
情
に
よ

っ
て
受
け
入
れ
先
と
な
る
保
谷

小
、
谷
戸
二
小
の
児
童
に
も
ハ

ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
子

ど
も
の
学
び
や
育
ち
を
保
障
し

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

統
合
に
向
け
て
の
進
捗
状
況
は
。

答
弁　
５
月
28
日
に
第
１
回
統

合
協
議
会
を
開
催
し
た
。
両
校

の
保
護
者
・
地
域
住
民
・
学
校

長
に
加
え
第
三
者
を
構
成
員
と

し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
に
応
え
、

学
識
経
験
者
２
名
を
合
わ
せ
た

18
人
の
構
成
で
全
９
回
の
予
定
。

合
同
遠
足
、
合
同
社
会
科
見
学

等
を
交
流
事
業
と
し
て
予
定
。

既
に
行
わ
れ
た
遠
足
で
は
、
事

前
の
打
ち
合
わ
せ
を
は
じ
め
当

日
の
山
登
り
で
も
、
お
互
い
を

励
ま
し
合
っ
た
り
荷
物
を
持
ち

合
っ
た
り
和
気
あ
い
あ
い
と
交

流
が
で
き
た
よ
う
だ
。

質
問　
泉
小
の
通
学
区
域
に
関

係
す
る
各
地
域
団
体
へ
の
対
応
は
。

答
弁　
所
管
、
関
係
す
る
担
当

課
に
お
い
て
調
整
し
て
い
る
。

統
合
後
も
地
域
の
方
に
力
を
発

揮
し
て
い
た
だ
く
よ
う
調
整
を

図
っ
て
い
く
。

質
問　
泉
小
の
児
童
・
保
護
者

に
は
一
度
は
住
吉
小
を
見
学
す

る
機
会
を
つ
く
る
べ
き
で
は
。

答
弁　
児
童
の
交
流
事
業
を
は

じ
め
、
保
護
者
に
は
住
吉
小
か

ら
住
吉
フ
ェ
ス
タ
や
展
覧
会
等

に
招
待
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

質
問　
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
か
ら
３
年

が
経
過
し
た
。
廃
炉
ま
で
の
道

の
り
は
依
然
と
し
て
具
体
化
さ

れ
て
お
ら
ず
、
今
後
も
大
量
の

放
射
線
が
放
出
さ
れ
る
可
能
性

は
否
定
で
き
な
い
と
考
え
る
が
、

市
民
の
生
活
・
安
全
を
守
る
立

場
で
あ
る
市
長
と
し
て
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答
弁　
全
国
市
長
会
議
に
お
い

て
「
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
事
故
へ
の
対
応
と
原

子
力
安
全
対
策
等
に
関
す
る
決

議
」
を
採
択
し
、
原
発
事
故
の

早
期
収
束
や
放
射
性
物
質
に
よ

る
国
民
・
住
民
生
活
に
対
す
る

影
響
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
国

の
責
任
に
よ
り
、
万
全
の
措
置

を
講
じ
る
よ
う
強
く
要
請
し
た
。

質
問　
去
る
５
月
15
日
、
２
年

半
に
わ
た
っ
て
不
正
に
生
活
保

護
を
受
け
て
い
た
と
し
て
、
本

市
の
受
給
者
が
千
葉
県
警
に
逮

捕
さ
れ
た
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。

こ
の
受
給
者
は
、
車
を
２
台
所

有
す
る
な
ど
資
産
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
虚
偽
の
資
産
報

告
書
を
提
出
し
て
生
活
保
護
を

受
け
て
い
た
。
生
活
保
護
は
困

窮
者
に
と
っ
て
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
だ
。
不
正
受
給
を
防
ぐ

手
だ
て
は
な
い
の
か
。

答
弁　
本
市
に
お
け
る
生
活
保

護
受
給
者
は
、
真
に
生
活
に
困

窮
し
、
生
活
保
護
法
に
照
ら
し

た
上
で
生
活
保
護
の
必
要
な

方
々
で
あ
り
、
他
に
今
回
の
報

道
の
よ
う
な
事
例
は
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。

質
問　
落
書
き
を
放
置
す
る
こ

と
は
、
体
感
治
安
を
悪
化
さ
せ

る
。
市
と
し
て
、
落
書
き
解
消

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答
弁　
関
係
機
関
と
協
力
し
て
、

美
観
維
持
に
よ
る
防
犯
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問　
ネ
ッ
ト
環
境
の
急
速
な

発
展
の
た
め
ネ
ッ
ト
い
じ
め
も

深
刻
化
し
て
い
る
。
こ
の
対
策

に
は
、
見
守
る
大
人
へ
の
啓
発

も
重
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答
弁　
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
等

に
よ
る
ハ
イ
テ
ク
犯
罪
防
止
の

た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
を
実

施
し
、
保
護
者
や
地
域
の
方
に

も
参
観
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

地
域
と
連
携
し
た
情
報
モ
ラ
ル

教
育
の
一
層
の
充
実
に
努
め
る
。

質
問　
た
ん
ぽ
ぽ
問
題
解
決
に

向
け
た
庁
内
体
制
を
構
築
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
都
が
約
５

千
万
円
の
補
助
金
を
停
止
し
た

の
は
事
実
か
。

答
弁　
本
年
１
月
か
ら
副
市
長

を
座
長
と
し
て
対
策
会
議
を
行

っ
て
い
る
。
都
は
、
４
月
か
ら

サ
ー
ビ
ス
推
進
費
補
助
金
約
５

千
100
万
円
を
停
止
し
て
い
る
。

質
問　
文
化
施
設
に
お
け
る
映

写
設
備
の
刷
新
が
必
要
な
状
況

だ
。
映
像
文
化
普
及
の
た
め
に

Ｄ
Ｃ
Ｐ
を
導
入
す
べ
き
と
考
え

る
が
見
解
は
。

答
弁　
今
年
度
か
ら
５
年
間
か

け
て
さ
ま
ざ
ま
な
改
修
工
事
を

行
う
。
こ
の
中
で
、
費
用
対
効

果
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

一般質問（１）

一般質問の要旨直
営
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た

市
民
サ
ー
ビ
ス
重
視
の
民
間
委
託
を

森　
　
信
一
（
改
革
）

田
無
駅
南
口
駅
前
広
場
整
備
は
？

住
民
票
印
鑑
証
明
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
！

坂
井　
か
ず
ひ
こ
（
改
革
）

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
西
東
京
市
へ

石
塚　
真
知
子
（
改
革
）

福
島
原
発
事
故
現
況
を
報
告
せ
よ

許
さ
な
い
、
生
活
保
護
不
正
受
給小峰　

和
美
（
み
ん
な
）

落
書
き
を
消
し
安
心
な
ま
ち
を
つ
く
れ

文
化
施
設
の
映
写
設
備
を
改
修
せ
よ
！

森
田　
い
さ
お
（
み
ん
な
）

泉
小
・
住
吉
小
の
統
合
は
す
べ
て
の

関
係
者
へ
誠
意
を
持
っ
て
対
応
を

石
田　
ひ
ろ
こ
（
無
所
属
）

自由民主党西東京市議団 （自民）
西東京市議会公明党 （公明）
日本共産党西東京市議団 （共産）
西東京改革フォーラム （改革）
みんなの党西東京 （みんな）
無所属 （無所属）

凡例

　
第
２
回
定
例
会
で
26
人
の
議
員
が
行
っ
た
一
般
質
問
の
主
な
内
容

で
す
。
掲
載
内
容
に
つ
い
て
は
、
各
議
員
が
執
筆
し
、
そ
の
責
任
の

も
と
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※

詳
細
は
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
市
内
各
図
書
館
、
両
庁
舎
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
議
会
事
務
局
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
）。

※

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
８
月
下
旬
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。＊

＊
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健康増進の一環として行われた「しゃきしゃき体操」（保谷小学校）

いこいの森公園バーベキューコーナー（緑町 3丁目）

質
問　
が
ん
治
療
は
一
般
に
長

期
に
な
る
こ
と
が
多
く
大
病
院

と
地
域
の
開
業
医
等
と
の
連
携

が
重
要
だ
。
取
り
組
み
を
問
う
。

答
弁　
市
で
は
健
康
づ
く
り
推

進
プ
ラ
ン
で
医
療
機
関
と
医

師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
等
の

連
携
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

質
問　
乳
が
ん
検
診
受
診
率
は

平
成
24
年
度
で
23
・
１
％
。
が

ん
を
知
る
の
が
怖
く
て
受
診
か

ら
足
が
遠
の
く
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

背
景
に
は
病
気
と
わ
か
っ
た
後

の
生
活
不
安
も
あ
る
。
市
の
サ

ー
ビ
ス
を
情
報
提
供
し
不
安
に

寄
り
添
え
る
体
制
が
重
要
だ
。

答
弁　
主
治
医
の
指
導
の
前
提

に
相
談
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

質
問　
東
大
農
場
は
市
最
大
の

地
域
資
源
で
あ
り
、
地
区
計
画

は
重
要
。
今
後
の
進
捗
状
況
は
。

答
弁　
都
、
関
係
機
関
と
協
議

が
調
い
次
第
、
用
途
地
域
等
を

見
直
し
、
個
別
説
明
を
行
う
。

質
問　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
事
業
が
総
務
省

か
ら
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
勧

め
ら
れ
た
と
聞
く
が
、
市
が
断

っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答
弁　
単
年
度
事
業
で
あ
り
、

後
年
度
補
助
や
自
治
体
負
担
に

つ
い
て
不
明
確
な
た
め
。

質
問　
障
が
い
者
の
福
祉
作
業

所
に
対
す
る
家
賃
助
成
が
今
年

度
で
終
了
す
る
。
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
解
消
さ
れ
て
い
な
い
た

め
今
後
も
継
続
す
べ
き
だ
。

答
弁　
家
賃
助
成
で
は
な
く
日

中
活
動
系
サ
ー
ビ
ス
推
進
事
業

費
で
補
助
し
安
定
を
図
る
。

健
康
増
進
の
取
り
組
み

質
問　
身
近
で
運
動
で
き
る
等
、

市
民
が
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

み
や
す
い
環
境
整
備
を
す
べ
き
。

答
弁　
ま
ち
全
体
が
健
康
都
市

で
あ
る
と
実
感
で
き
る
環
境
整

備
を
目
指
す
。

質
問　
乳
幼
児
健
診

に
つ
い
て
、
田
無
方

面
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

の
改
善
を
図
る
べ
き
。

答
弁　
少
し
で
も
課

題
の
解
決
に
つ
な
が

る
よ
う
な
こ
と
が
な

い
か
検
討
す
る
。

障
害
者
基
本
計
画

質
問　
就
労
支
援
等
、

障
が
い
の
あ
る
方
の

支
援
を
充
実
す
べ
き
。

答
弁　
日
中
活
動
系

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の

不
足
が
懸
念
さ
れ
る
。

新
規
誘
致
等
に
取
り

組
む
。

質
問　
犯
罪
を
根
絶
し
て
、
全

国
一
安
全
な
ま
ち
を
目
指
せ
。

答
弁　
ひ
っ
た
く
り
が
増
加
し

て
お
り
、
警
察
・
防
犯
協
会
・

活
動
団
体
と
連
携
し
て
啓
発
活

動
を
行
い
た
い
。

質
問　
避
難
行
動
要
支
援
者
対

策
、
備
蓄
品
整
備
計
画
を
問
う
。

答
弁　
要
支
援
者
の
範
囲
は
平

成
26
年
８
月
に
開
催
さ
れ
る
防

災
会
議
の
了
承
を
得
た
後
、
個

別
計
画
を
作
成
す
る
。
備
蓄
品

は
応
急
危
険
度
判
定
資
機
材
の

購
入
、
夏
季
災
害
の
た
め
各
校

に
大
型
の
扇
風
機
を
配
備
す
る
。

質
問　
難
病
者
支
援
は
約
40
年

ぶ
り
に
大
改
正
し
、
平
成
26
年

５
月
23
日
に
難
病
医
療
法
が
成

立
。
取
り
組
み
状
況
を
問
う
。

答
弁　
平
成
27
年
１
月
か
ら
約

質
問　
①
市
の
介
護
保
険
予
算

が
年
々
増
加
し
140
億
円
を
超
え

た
。
そ
れ
に
伴
い
介
護
保
険
料

も
上
昇
し
続
け
て
い
る
。
当
市

の
要
介
護
率
の
推
移
を
問
う
。

②
介
護
保
険
は
本
来
、
必
要
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
提
供

し
、
要
介
護
状
態
の
軽
減
、
悪

化
を
予
防
す
る
も
の
で
あ
る
。

市
は
保
険
者
と
し
て
こ
の
責
務

を
果
た
し
て
き
た
か
。③
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
展
望
を

示
せ
。

答
弁　
①
多
摩
26
市
平
均
よ
り

上
回
る
状
況
が
続
い
て
い
る
。

②
要
介
護
状
態
の
改
善
に
向
け

た
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施

に
向
け
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
へ
の

周
知
と
質
の
向
上
を
図
り
た
い
。

③
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
、
夫
婦
の
み
の
世
帯
が
６

割
以
上
。
地
域
で
安
心
し
て
生

活
す
る
た
め
に
は
地
域
活
動
の

活
発
化
が
喫
緊
の
課
題
。
現
状

150
疾
患
分
の
医
療
費
助
成
を
ス

タ
ー
ト
し
、
そ
の
後
夏
か
ら
残

り
の
約
150
疾
患
分
の
医
療
費
助

成
を
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
あ

る
。

質
問　
本
市
は
、
障
害
施
設
が

少
な
い
。
作
業
所
も
８
カ
所
、

他
市
は
、
圧
倒
的
に
多
い
。
公

共
施
設
適
正
配
置
に
よ
る
余
剰

施
設
等
を
充
て
る
な
ど
充
実
さ

せ
よ
。

答
弁　
施
設
の
転
用
・
統
合
・

複
合
化
に
よ
る
質
的
・
量
的
適

正
化
の
取
り
組
み
で
、
こ
の
考

え
の
も
と
に
取
り
組
み
た
い
。

質
問　
ひ
ば
り
ヶ
丘
南
口
駅
前

事
業
を
早
期
に
行
え
。

答
弁　
平
成
26
年
度
に
実
施
設

計
、
平
成
27
年
度
以
降
に
整
備

事
業
を
実
施
す
る
。

自
治
会
等
活
性
化
補
助
金
を
実

現
!!
有
効
活
用
を
!!

質
問　
私
が
以
前
よ
り
提
案
し
、

実
現
し
た
自
治
会
等
の
補
助
金

制
度
の
具
体
的
な
内
容
は
。

答
弁　
自
治
会
・
町
内
会
、
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
が
行
う
地

域
福
祉
の
推
進
事
業
や
地
域
づ

く
り
等
の
事
業
に
対
し
て
、
団

体
ご
と
に
１
万
２
千
円
＋
世
帯

数
╳
200
円
を
限
度
に
補
助
す
る
。

平
成
26
年
７
月
、
10
月
と
２
回

申
請
を
受
け
付
け
る
予
定
。

意
見　
補
助
金
を
大
い
に
活
用

し
て
い
た
だ
き
、
強
固
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
。

道
徳
教
育
の
強
化
を
!!

市
独
自
教
材
に
つ
い
て
問
う

質
問　
道
徳
教
育
に
お
け
る
我

が
市
の
独
自
の
活
性
化
策
は
。

答
弁　
地
域
の
題
材
を
取
り
上

げ
た
西
東
京
市
道
徳
教
育
読
み

物
資
料
集
の
作
成
と
市
内
研
究

指
定
校
の
研
究
成
果
の
共
有
。

意
見　
下
田
半
兵
衛
さ
ん
や
西

原
自
然
公
園
な
ど
、
市
内
に
関

す
る
題
材
を
使
っ
た
道
徳
教
育

の
資
料
集
を
活
用
し
、
道
徳
教

育
の
充
実
を
。

大
雪
に
よ
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

倒
壊
の
再
建
支
援
策
を
！

質
問　

２
月
の
大
雪
で
の
被
害

に
対
す
る
現
状
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
国
や
都
は
、
今
回
の
大

雪
に
限
っ
た
特
例
措
置
と
し
て
、

施
設
等
の
再
建
、
修
繕
及
び
撤

去
等
に
か
か
る
経
費
に
つ
い
て

助
成
す
る
。
今
後
、
市
も
被
災

農
業
者
向
け
支
援
事
業
の
補
助

制
度
の
準
備
に
努
め
る
。

い
こ
い
の
森
公
園
の
利
便
性
！

質
問　
い
こ
い
の
森
公
園
に
指

定
管
理
者
を
導
入
す
れ
ば
、
手

ぶ
ら
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
駐
車

場
の
時
間
延
長
、
パ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
を
売
店
や
カ
フ
ェ
に
で
き
、

利
便
性
が
向
上
す
る
。
ミ
ス
ト

シ
ャ
ワ
ー
の
導
入
も
求
め
る
。

答
弁　
指
定
管
理
者
の
導
入
と

あ
わ
せ
調
査
研
究
す
る
。

市
民
会
館
の
長
寿
命
化
！

質
問　
平
成
27
年
度
に
耐
震
改

修
を
行
う
市
民
会
館
を
、
長
寿

命
化
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁　
長
寿
命
化
を
含
め
た
あ

ら
ゆ
る
方
策
を
想
定
し
、
市
民

の
選
択
肢
を
増
や
す
。

こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
の
映
写
機
！

質
問　
15
周
年
を
迎
え
た
こ
も

れ
び
ホ
ー
ル
の
映
写
機
器
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
求
め
る
。

答
弁　
５
年
間
の
改
修
計
画
の

中
で
検
討
す
る
。

ス
ポ
ー
ツ
指
導
の
暴
力
根
絶
！

質
問　
子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ

ー
ツ
団
体
の
体
罰
や
暴
力
行

為
を
な
く
す
た
め
の
方
策
は

あ
る
か
。

答
弁　
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
お

け
る
暴
力
等
は
絶
対
許
さ
れ

な
い
。
西
東
京
市
体
育
協
会

と
連
携
し
、
暴
力
行
為
が
起

き
な
い
よ
う
取
り
組
む
。

図
書
館
の
利
便
性
の
向
上
！

質
問　
図
書
館
の
開
館
時
間

の
延
長
、
休
日
の
見
直
し
、

休
館
日
の
撤
廃
等
、
図
書
館

の
さ
ら
な
る
利
便
性
の
向
上

を
求
め
る
。

答
弁　
指
定
管
理
者
、
休
館
日

の
撤
廃
等
も
含
め
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
視
点
で
検
討
す
る
。

子
育
て
支
援
の
充
実

質
問　
子
育
て
支
援
事
業
の
拡

充
を
図
る
べ
き
。

答
弁　
子
育
て
支
援
事
業
の
充

実
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

拡
充
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

意
見　
認
可
と
認
可
外
の
保
育

料
格
差
を
是
正
す
べ
き
。

教
育
環
境
の
充
実

質
問　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入

等
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
推
進
せ
よ
。

答
弁　
新
た
な
情
報
機
器
の
導

入
も
視
野
に
入
れ
、
環
境
の
整

備
を
実
現
し
て
い
く
。

質
問　
中
学
校
で
介
助
等
の
支

援
が
必
要
な
際
の
対
応
を
問
う
。

答
弁　
保
護
者
、
学
校
で
対
応

方
法
等
を
協
議
し
て
い
る
。

意
見　
放
課
後
子
供
教
室
は
、

教
室
と
人
材
を
積
極
的
に
確
保

す
べ
き
。

把
握
、
課
題
を
抽
出
し
て
計
画

策
定
に
反
映
し
た
い
。
地
域
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
る
よ
う
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度

な
ど
新
し
い
仕
組
み
づ
く
り
の

検
討
を
重
ね
る
。
在
宅
療
養
支

援
は
医
療
介
護
に
関
す
る
地
域

資
源
や
関
係
機
関
の
連
携
状
況

を
把
握
し
、
保
健
・
医
療
・
福

祉
の
多
職
種
で
仕
組
み
づ
く
り

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

意
見　
要
介
護
状
態
の
改
善
に

は
ケ
ア
マ
ネ
及
び
ケ
ア
プ
ラ
ン

の
質
の
向
上
が
最
優
先
。
同
時

に
ケ
ア
マ
ネ
が
抱
え
る
プ
ラ
ン

作
成
上
の
困
難
を
改
善
す
る
必

要
も
あ
る
。
環
境
整
備
を
急
げ
。

一般質問（2）

乳
が
ん
患
者
と
し
て
見
え
た
も
の
！

市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
市
の
使
命

納
田
　
さ
お
り
（
無
所
属
）

要
介
護
状
態
の
軽
減
・
悪
化
防
止
に

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
質
の
向
上
を
図
れ
！

藤
田
　
美
智
子
（
公
明
）

い
こ
い
の
森
公
園
・
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル

市
民
会
館
・
図
書
館
の
利
便
性
向
上
を

佐
藤
　
公
男
（
公
明
）

障
害
者
施
策
に
全
力
で
取
り
組
め
！

防
災
備
蓄
品
を
完
備
せ
よ
！

小
幡
　
勝
己
（
公
明
）

地
域
の
絆
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
へ
！

自
治
会
等
補
助
金
制
度
実
現
で
前
へ
！

浜
中
　
の
り
か
た
（
自
民
）

子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
が

健
康
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

大
林
　
光
昭
（
公
明
）

第61号 （３）

西東京市
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ひばりヶ丘駅北口階段

こどもの発達センター「ひいらぎ」
（住吉会館・住吉町6丁目）向台運動場（向台町5丁目）

質
問　
平
成
26
年
度
、
東
京
都

の
補
助
制
度
を
活
用
し
て
市
と

医
師
会
の
連
携
に
よ
り
継
続
さ

れ
る
在
宅
療
養
後
方
支
援
病
床

確
保
事
業
の
取
り
組
み
状
況
と
、

新
設
さ
れ
る
在
宅
療
養
推
進
協

議
会
の
進
捗
状
況
、
ま
た
、
認

知
症
高
齢
者
に
対
す
る
西
東
京

市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁　
在
宅
療
養
後
方
支
援
病

床
確
保
事
業
は
、
平
成
26
年
度
、

27
年
度
の
２
カ
年
度
、
市
と
医

師
会
が
協
力
し
、

引
き
続
き
医
師

会
事
業
と
し
て

市
内
２
病
院
に

２
床
確
保
す
る
。

在
宅
療
養
推
進

協
議
会
で
は
、

在
宅
療
養
生
活

を
送
る
高
齢
者

を
支
え
る
環
境
整
備
等
に
つ
い

て
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
多

職
種
で
検
討
す
る
た
め
、
早
期

の
設
置
に
向
け
委
員
構
成
等
を

関
係
機
関
と
調
整
す
る
。
認
知

症
施
策
は
、
北
多
摩
北
部
保
健

医
療
圏
の
認
知
症
疾
患
医
療
セ

ン
タ
ー
と
し
て
、
市
内
の
薫
風

会
山
田
病
院
が
指
定
さ
れ
た
。

地
域
に
お
け
る
認
知
症
の
方
や

家
族
、
か
か
り
つ
け
医
、
地
域

包
括
ケ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

公
園
行
政
に
つ
い
て

質
問　
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
に
よ
り
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
べ
き
だ
。

答
弁　
有
効
な
制
度
だ
。
導
入

に
向
け
て
、
調
査
研
究
す
る
。

質
問　
こ
れ
ま
で
質
問
し
て
き

た
東
伏
見
公
園
に
お
け
る
イ
ベ

ン
ト
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答
弁　
東
京
都
か
ら
、
６
月
に

幼
児
対
象
の
は
ら
っ
ぱ
ス
ポ
ー

ツ
教
室
、
秋
に
犬
の
し
つ
け
方

教
室
を
検
討
し
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。

西
武
柳
沢
駅
周
辺
に
つ
い
て

質
問　
柳
沢
駅
北
口
広
場
と

３
・
４
・
18
号
線
は
、
平
成
27

年
度
ま
で
の
計
画
で
あ
る
第
三

次
事
業
化
計
画
の
優
先
整
備
路

線
。
次
期
計
画
の
検
討
状
況
は
。

答
弁　
選
定
作
業
は
行
っ
て
い

な
い
。
市
民
意
見
の
聴
取
な
ど
、

丁
寧
な
対
応
を
東
京
都
に
要
望

す
る
。

福
祉
施
策
に
つ
い
て

質
問　
民
営
化
さ
れ
た
、
さ
ざ

ん
か
ク
ラ
ブ
の
現
状
は
。

答
弁　
利
用
定
員
も
50
名
か
ら

100
名
以
上
に
大
幅
に
拡
大
し
待

機
児
も
解
消
し
た
。

意
見　
く
ろ
ー
ば
ー
や
ひ
い
ら

ぎ
も
民
営
化
を
検
討
し
、
サ
ー

ビ
ス
を
拡
大
す
べ
き
だ
。

そ
の
他
質
問
等

◇
都
有
地
の
活
用
に
つ
い
て

◇
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
に
つ
い
て

◇
商
業
振
興
に
つ
い
て

◇
農
業
振
興
に
つ
い
て

ピ
ッ
ク
」
と
い
う
冠
を
つ
け
た

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
せ
よ
。

質
問　
ひ
ば
り
ヶ
丘
南
口
駅
頭

に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置

が
で
き
な
い
か
。

答
弁　
地
元
商
店
街
等
が
主
体

と
な
っ
て
行
う
事
業
で
、
商
店

街
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
補

質
問　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
機
運
醸

成
活
動
の
計
画
は
あ
る
か
。

答
弁　
東
京
都
で
は
準
備
局
が

設
置
さ
れ
た
。
市
で
は
、
関
係

機
関
の
方
々
と
連
携
し
た
施
策

を
検
討
し
、
地
域
活
性
化
に
つ

な
げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

意
見　
「
西
東
京
〇
〇
オ
リ
ン

助
金
の
対
象
事
業
で
も
あ
る
。

意
見　
例
え
ば
、
駅
ロ
ー
タ
リ

ー
に
大
き
な
「
い
こ
い
ー
な
」

の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置

す
れ
ば
、
市
の
宣
伝
に
な
る
。

質
問　
漫
画「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」

の
市
内
図
書
館
及
び
学
校
図
書

館
で
の
閉
架
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
教
育
委
員
会
に
「
は
だ

し
の
ゲ
ン
」
の
教
育
現
場
か
ら

の
撤
去
を
求
め
る
陳
情
等
が
提

出
さ
れ
、
不
採
択
と
な
っ
た
。

意
見　
こ
の
漫
画
は
、
あ
く
ま

で
も
物
語
や
絵
本
と
い
っ
た
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
認
識
し

た
。
物
語
後
半
部
分
に
は
、
卒

業
式
で
の
君
が
代
斉
唱
ボ
イ
コ

ッ
ト
や
天
皇
制
に
対
す
る
批
判

等
の
問
題
行
動
や
、
史
実
と
は

違
う
政
治
的
思
想
が
見
え
隠
れ

す
る
。
極
端
な
表
現
や
描
写
の

あ
る
作
品
に
は
冷
静
な
視
点
か

ら
の
再
考
と
図
書
館
で
の
閉
架

を
強
く
求
め
る
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

に
つ
い
て

質
問　
幼
稚
園
が
新
制
度
に
移

行
す
る
際
、
課
題
は
あ
る
の
か
。

答
弁　
個
人
立
幼
稚
園
が
新
制

度
に
移
行
す
る
に
は
、
経
過
措

置
に
よ
る
特
例
を
受
け
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
法
施
行
時
の
１

回
の
み
し
か
機
会
が
な
い
こ
と
、

新
制
度
に
移
行
す
る
と
応
諾
義

務
が
発
生
し
、
正
当
な
理
由
が

な
い
限
り
、
入
園
希
望
者
の
入

園
を
拒
否
で
き
な
い
こ
と
が
、

課
題
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

意
見　
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚

園
、
保
育
園
、
ど
う
い
っ
た
形

態
の
施
設
が
い
い
か
は
、
最
終

的
に
は
、
子
ど
も
と
保
護
者
が

決
め
て
い
く
こ
と
で
、
い
ろ
い

ろ
な
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
、
多
様
な
受
け
皿

を
用
意
し
て
い
く
べ
き
だ
。

高
齢
者
の
熱
中
症
対
策
に
つ
い

て質
問　
環
境
省
が
出
す
暑
さ
指

数
で
、
危
険
と
い
う
ラ
ン
ク
に

な
っ
た
場
合
、
防
災
無
線
で
お

知
ら
せ
し
て
も
、
乱
用
に
は
当

た
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　
熱
中
症
は
命
に
か
か
わ

る
こ
と
な
の
で
、
放
送
す
る
こ

と
は
可
能
と
考
え
る
。

意
見　
高
齢
者
に
は
、
環
境
省

の
行
っ
て
い
る
、
暑
さ
指
数
を

知
ら
せ
る
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ

ス
へ
の
登
録
を
呼
び
か
け
、
特

に
危
険
度
の
高
い
と
き
に
は
、

防
災
無
線
に
よ
る
注
意
喚
起
を

行
い
、
熱
中
症
対
策
を
二
段
構

え
で
行
う
べ
き
だ
。

庁
舎
統
合
方
針
に
つ
い
て

質
問　
庁
舎
統
合
の
メ
リ
ッ
ト

と
、
市
民
意
見
の
状
況
は
。

答
弁　
田
無
庁
舎
案
で
は
、
駅

か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
良
好
で
あ

り
、
既
存
庁
舎
を
活
用
す
る
こ

と
で
一
時
的
な
建
設
費
が
抑
制

で
き
る
。
保
谷
庁
舎
案
で
は
、

周
辺
の
道
路
環
境
が
整
備
さ
れ

て
お
り
、
田
無
庁
舎
の
跡
地
活

用
、
庁
舎
規
模
の
拡
充
が
可
能

で
あ
る
。
新
た
な
用
地
案
で
は
、

効
率
的
で
使
い
や
す
い
設
計
が

可
能
。
ま
た
、
庁
舎
統
合
の
必

要
性
に
つ
い
て
一
定
の
理
解
が

得
ら
れ
た
と
感
じ
て
お
り
、
平

成
26
年
度
中
の
決
定
を
目
指
し

積
極
的
に
取
り
組
む
。

質
問　
今
後
の
進
め
方
は
。

答
弁　
年
内
に
は
方
針
案
を
定

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

健
康
応
援
団
に
つ
い
て

質
問　
日
々
活
動
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
団
体
に
焦
点
を
当
て
応
援

団
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

市
民
意
識
向
上
に
つ
な
が
る
と

思
う
が
。

答
弁　
そ
の
活
動
を
市
民
が
知

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
大
変
有

意
義
な
こ
と
で
あ
る
。

勤
労
者
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

質
問　
市
に
と
っ
て
勤
労
者
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
ど
の
よ
う

な
位
置
づ
け
の
団
体
な
の
か
。

答
弁　
中
小
企
業
単
独
で
は
実

施
で
き
な
い
福
利
厚
生
事
業
を

提
供
し
て
い
る
団
体
で
、
そ
の

事
業
は
継
続
す
べ
き
も
の
と
考

え
る
。
今
後
は
経
営
の
改
善
を

推
進
し
、
適
切
な
助
言
を
行
う
。

質
問　
田
無
駅
南
口
広
場
実
現

に
向
け
て
測
量
に
入
る
。
具
体

的
な
説
明
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁　
都
の
事
業
認
可
取
得
と

関
係
者
の
合
意
形
成
に
努
め
る
。

質
問　
田
無
高
校
南
側
の
緑
と

歴
史
の
散
歩
道
の
使
命
は
終
わ

っ
た
。
危
険
な
道
路
の
改
善
を
。

答
弁　
危
険
な
状
態
を
認
識
し

て
い
る
の
で
検
討
・
改
善
す
る
。

質
問　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
は
わ
か
り
に
く
い
。
子

育
て
世
代
へ
の
周
知
は
。

答
弁　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

や
推
進
員
を
窓
口
に
配
置
す
る
。

質
問　
団
塊
世
代
の
知
識
や
経

験
は
財
産
だ
。
地
域
に
生
か
せ
。

答
弁　
有
能
な
人
材
だ
。
地
域

参
加
の
き
っ
か
け
を
つ
く
る
。

質
問　
登
録
文
化
財
制
度
が
導

入
さ
れ
る
。
課
題
は
。

答
弁　
西
東
京
ら
し
さ
の
基
準

を
つ
く
り
散
逸
や
崩
壊
を
防
ぐ
。

質
問　
大
雪
・
猛
暑
・
集
中
豪

雨
・
大
型
台
風

等
極
端
化
し
て

被
害
も
多
発
。

本
市
の
対
応
は
。

答
弁　
大
規
模

な
災
害
を
想
定

し
た
備
え
や
訓

練
、
市
民
の
防

災
意
識
の
向
上

に
努
め
る
。

質
問　
自
治
会・

町
内
会
等
活
性

化
補
助
金
を
導

入
し
た
。
衰
退

す
る
地
域
力
を

復
活
し
た
い
。

答
弁　
加
入
促
進
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
配
布
。
地
域
協
議
体

の
設
置
も
目
指
し
て
い
る
。

質
問　
向
台
運
動
場
Ｂ
面
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
霜
解
け
対
策
は
。

答
弁　
平
成
16
年
度
に
土
を
入

れ
か
え
た
が
、
有
効
な
対
策
は

な
く
苦
慮
し
て
い
る
。

と
連
携
し
、
早
期
発
見
・
早
期

対
応
の
仕
組
み
づ
く
り
も
検
討

す
る
。

質
問　
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北
口
の

都
市
計
画
道
路
の
進
捗
状
況
は
。

ま
た
、
北
口
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
は
、
用
地
取
得
や
建
物
の
除

去
が
整
え
ば
取
り
か
か
る
の
か
。

答
弁　
事
業
の
進
捗
率
は
、
約

88
・
４
％
で
あ
る
。
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
は
、
条
件
が
整
い
次
第

着
手
で
き
る
よ
う
調
整
す
る
。

一般質問（3）

地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
の
構
築

ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
北
口
の
ま
ち
づ
く
り

田
中
　
の
り
あ
き
（
自
民
）

も
っ
と
健
康
！
も
っ
と
元
気
に
！

も
っ
と
新
し
い
西
東
京
市
へ
！酒

井
　
豪
一
郎
（
自
民
）

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
機
運
醸
成
、

「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
の
閉
架
に
つ
い
て

小
林
　
た
つ
や
（
自
民
）

防
災
無
線
を
使
い
、

熱
中
症
へ
の
注
意
喚
起
を
呼
び
か
け
よ

保
谷
　
な
お
み
（
自
民
）

庁
舎
統
合
方
針
今
年
度
決
定
へ
向
け
て

「
健
康
応
援
団
」
秋
に
は
創
設
へ

稲
垣
　
裕
二
（
自
民
）

団
塊
の
世
代
は
有
能
な
人
材
だ

地
域
活
性
化
に
ご
尽
力
を
得
よ遠

藤
　
源
太
郎
（
自
民
）

＊
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市内中学校給食の様子

庁舎内喫煙所（田無庁舎）

市民課窓口(田無庁舎)

た
ん
ぽ
ぽ
へ
指
導
を
徹
底
せ
よ

質
問　
弱
者
を
守
る
立
場
で
知

的
障
害
者
入
所
施
設
た
ん
ぽ
ぽ

へ
の
指
導
を
行
え
。

答
弁　
東
京
都
と
情
報
を
共
有

し
、
法
令
に
基
づ
き
指
導
す
る
。

熱
中
症
指
標
計
を
配
布
せ
よ

質
問　
熱
中
症
指
標
計
等
の
熱

中
症
対
策
グ
ッ
ズ
を
配
布
せ
よ
。

答
弁　
民
生
委
員
等
の
戸
別
訪

問
や
声
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

財
政
状
況
等
を
踏
ま
え
対
策
を

工
夫
し
て
い
き
た
い
。

空
き
家
対
策
に
取
り
組
め

質
問　
市
内
に
は
、
売
却
や
賃

貸
用
の
も
の
を
除
い
た
老
朽
化

し
た
空
き
家
が
約
400
戸
あ
る
と

い
う
。
市
の
対
策
は
。

答
弁　
空
き
家
は
放
置
す
る
と

防
災
面
等
で
問
題
だ
が
、
行
政

の
権
限
の
及
ば
な
い
個
人
資
産

で
あ
り
対
応
が
難
し
い
。

保
育
施
設
の
地
域
バ
ラ
ン
ス
を

と
れ

質
問　
保
谷
駅
周
辺
は
他
の
駅

周
辺
に
比
べ
て
、
保
育
園
等
の

施
設
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　
土
地
の
確
保
の
問
題
が

あ
る
が
、
ご
指
摘
の
地
域
バ
ラ

ン
ス
に
も
配
慮
し
た
い
。

学
校
給
食
の
検
証
を
行
え

質
問　
足
立
区
は
、
日
本

一
の
給
食
を
目
指
し
て
検

証
し
て
い
る
。
当
市
も
検

証
す
べ
き
。

答
弁　
生
徒
対
象
の
ア
ン

ケ
ー
ト
や
、
学
校
給
食
運

営
審
議
会
等
に
よ
る
検
証

を
行
っ
て
い
る
。

意
見　
足
立
区
の
目
的
は
、

教
育
や
健
康
に
関
す
る
こ

と
が
重
大
な
テ
ー
マ
だ
。

質
問　
「
保
育
料
は
定
期
的
に

見
直
し
適
正
化
を
図
る
」
と
は

何
か
。

答
弁　
現
行
の
保
育
料
が
国
基

準
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
こ

と
や
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化

な
ど
の
観
点
か
ら
、
定
期
的
な

保
育
料
の
見
直
し
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

質
問　
平
成
27
年
度
、
28
年
度
、

２
年
連
続
し
て
保
育
料
を
引
き

上
げ
る
の
か
。

答
弁　
27
年
度
は
新
制
度
の
料

金
体
系
に
合
わ
せ
る
見
直
し
を

実
施
、
28
年
度
か
ら
は
受
益
者

負
担
の
適
正
化
を
図
る
抜
本
的

な
見
直
し
を
予
定
し
て
い
る
。

保
育
園
の
際
限
の
な
い
民
営
化

拡
大
を
や
め
よ

質
問　
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

「
認
可
保
育
園
の
民
間
譲
渡
に

つ
い
て
検
討
」
と
は
何
か
。

答
弁　
運
営
の
譲
渡
な
ど
、
他

自
治
体
の
事
例
を
広
く
調
査
研

究
し
て
い
き
た
い
。

泉
小
児
童
の
移
動
希
望
調
査
結

果
を
直
ち
に
公
表
せ
よ

質
問　
泉
小
学
校
児
童
の
移
動

希
望
調
査
は
５
月
31
日
に
終
わ

っ
て
い
る
。
結
果
を
問
う
。

答
弁　
現
在
、集
計
中
。結
果
は
、

評
価
・
分
析
を
行
っ
た
上
で
、

統
合
協
議
会
と
泉
小
学
校
の
保

護
者
に
知
ら
せ
る
。

意
見　
平
成
25
年
に
保
護
者
が

自
主
的
に
行
っ
た
調
査
で
は
、

保
谷
小
へ
の
移
動
希
望
が
73
％
、

住
吉
小
へ
は
15
％
だ
っ
た
。
関

係
者
の
関
心
が
強
い
。
直
ち
に

公
表
す
る
べ
き
だ
。

受
動
喫
煙
防
止
条
例

質
問　
1
9
9
2
年
の
バ
ル
セ

ロ
ナ
五
輪
以
来
、
夏
季
五
輪
の

全
て
の
開
催
都
市
で
飲
食
店
等

の
民
間
施
設
も
禁
煙
・
分
煙
対

象
と
す
る
受
動
喫
煙
防
止
条
例

を
制
定
し
て
い
る
。

東
京
都
も
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
が
決
ま
っ

た
の
で
近
い
将
来
条

例
を
制
定
す
る
と
思

う
が
、
当
市
が
東
京

都
に
先
駆
け
て
条
例

を
制
定
す
べ
き
。

答
弁　
基
礎
自
治
体

で
制
定
す
る
と
い
う

の
も
一
つ
の
考
え
で

は
あ
る
が
、
よ
り
広

域
的
な
都
道
府
県
レ

ベ
ル
で
の
制
定
が
現

実
的
で
あ
る
。

意
見　
東
京
都
が
つ

く
っ
て
か
ら
当
市
が
条
例
を
つ

く
っ
て
も
意
味
が
な
い
。
医
師

出
身
の
市
長
と
し
て
ぜ
ひ
条
例

の
制
定
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
の
質

質
問　
介
護
保
険
で
行
う
住
宅

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
の
質
に

つ
い
て
は
十
分
な
チ
ェ
ッ
ク
体

制
が
な
い
た
め
多
額
の
公
費
が

無
駄
に
な
り
か
ね
な
い
。
改
修

を
手
が
け
る
業
者
の
技
能
向
上

の
た
め
、
研
修
制
度
・
登
録
制

度
を
早
急
に
導
入
す
べ
き
。

答
弁　
業
者
に
よ
る
技
術
の
ば

ら
つ
き
を
な
く
す
た
め
登
録
制

度
の
必
要
性
に
つ
い
て
厚
労
省

の
専
門
部
会
で
提
言
が
あ
っ
た

こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
改
修

の
質
を
確
保
す
る
た
め
業
者
に

対
し
て
研
修
を
行
っ
て
い
る
自

治
体
も
あ
り
、
改
修
の
質
の
向

上
・
適
正
化
の
観
点
か
ら
厚
労

省
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

質
問　
市
の
財
政
状
況
は
健
全

で
あ
る
と
考
え
る
が
。

答
弁　
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が

健
全
性
を
保
っ
て
い
る
。

質
問　
第
４
次
行
革
は
国
民
健

康
保
険
料
や
下
水
道
料
引
き
上

げ
、
田
無
庁
舎
等
駐
輪
場
の
有

料
化
な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
向
上
ど
こ
ろ
か
負
担
増
だ
。

答
弁　
引
き
続
き
財
政
の
健
全

化
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
受

益
者
負
担
の
適
正
化
が
不
可
欠
。

意
見　
国
の
消
費
税
増
税
・
社

会
保
障
切
り
捨
て
で
生
活
が
苦

し
い
と
き
こ
そ
市
民
の
暮
ら
し

を
守
る
の
が
市
の
役
割
。
健
全

財
政
な
ら
負
担
増
は
す
る
な
。

質
問　
個
人
情
報
の
根
幹
で
あ

る
住
民
情
報
窓
口
業
務
の
民
間

委
託
化
を
な
ぜ
進
め
る
の
か
。

答
弁　
民
間
活
力
を
活
用
し
た

効
果
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
だ
。

意
見　
足
立
区
長
が
窓
口
業
務

民
間
委
託
で
法
務
局
の
業
務
改

善
指
示
を
受
け
謝
罪
し
た
。
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら

委
託
す
べ
き
で
な
い
。

庁
舎
統
合
は
市
民
意
見
を
尊
重

し
て

質
問　
庁
舎
統
合
方
針
に
つ
い

て
市
民
の
理
解
は
ま
だ
不
十
分

で
、
平
成
26
年
度
中
に
方
針
を

決
定
す
る
状
況
に
な
い
。

答
弁　
今
後
、
丁
寧
な
情
報
提

供
と
意
見
聴
取
を
行
い
、
平
成

26
年
度
中
の
決
定
を
目
指
す
。

意
見　
党
市
議
団
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
「
庁
舎
は
現
状
維
持
」

が
多
数
で
あ
る
。
延
命
化
・
長

寿
命
化
も
真
剣
に
検
討
せ
よ
。

質
問　
国
民
健
康
保
険
料
に
つ

い
て
、
行
財
政
改
革
大
綱
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
を
抑
制
し
、

平
成
28
年
度
は
26
市
平
均
に
、

30
年
度
は
26
市
上
位
に
合
わ
せ

る
と
し
て
い
る
。
ま
た
国
保
広

域
化
に
対
応
す
る
た
め
保
険
料

の
23
区
水
準
を
目
指
す
と
し
て

い
る
。
異
常
な
保
険
料
引
き
上

げ
計
画
だ
。
26
市
中
位
と
上
位

の
１
人
当
た
り
の
法
定
外
繰
入

金
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁　

１
人
当
た
り
繰
入
額
は

26
市
平
均
で
３
万
３
千
720
円
、

最
も
少
な
い
市
で
１
万
３
千
835

円
、
西
東
京
市
は
３
万
７
千

687
円
で
あ
る
。

意
見　
26
市
平
均
に
合
わ
せ
る

と
３
千
967
円
、
少
な
い
市
並
み

だ
と
２
万
３
千
852
円
も
の
負
担

増
を
国
保
加
入
者
に
強
い
る
こ

と
に
な
る
。
さ
ら
に
23
区
並
み

国
保
料
を
試
算
す
る
と
、
所
得

200
万
円
、
夫
婦
と
子
ど
も
２
人

世
帯
で
６
万
８
千
600
円
、
高
齢

者
夫
婦
２
人
世
帯
で
４
万
５
千

100
円
の
負
担
増
に
な
る
。
こ
れ

で
市
民
の
暮
ら
し
が
成
り
立
つ

の
か
。
こ
れ
は
重
大
な
問
題
だ
。

質
問　
行
革
大
綱
で
は
下
水
道

料
金
改
定
計
画
を
打
ち
出
し
て

い
る
。
経
費
回
収
率
改
善
を
料

金
改
定
だ
け
で
進
め
て
い
く
の

か
、
考
え
方
を
問
う
。

答
弁　
平
成
26
年
度
は
定
期
的

な
下
水
道
事
業
の
検
証
の
年
。

回
収
率
改
善
で
は
維
持
管
理
費

な
ど
の
低
減
を
図
り
、
一
般
会

計
繰
出
金
削
減
に
努
め
る
。

質
問　
行
革
大
綱
で
は
、
平
成

27
年
度
に
前
立
腺
が
ん
・
喉
頭

が
ん
の
有
料
化
を
行
い
、
そ
の

後
、
そ
の
他
の
５
つ
の
が
ん
検

診
も
有
料
化
を
進
め
る
方
向
だ
。

党
市
議
団
が
行
っ
た
「
市
政
と

暮
ら
し
の
ア
ン
ケ
ー
ト
中
間
集

計
」（
６
月
10
日
時
点
で
516
名
）

で
は
、
有
料
化
賛
成
は
40
名
、

反
対
は
310
名
で
、
圧
倒
的
に
有

料
化
反
対
の
声
が
多
い
。
な
ぜ

有
料
化
を
す
る
の
か
。

答
弁　
が
ん
の
発
見
率
が
高
い
、

が
ん
の
死
亡
率
が
低
い
こ
と
が

は
っ
き
り
し
、
行
政
の
施
策
に

の
せ
ら
れ
る
と
判
断
を
し
、
今

回
は
２
つ
の
が
ん
に
つ
い
て
対

象
と
し
た
。

意
見　
有
料
化
す
れ
ば
受
診
抑

制
が
起
き
る
。
市
長
選
挙
の
公

約
に
も
な
か
っ
た
有
料
化
は
行

う
べ
き
で
な
い
。

質
問　
公
共
施
設
駐
車
場
の
有

料
化
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

有
料
化
し
て
い
る
田
無
・
保
谷

庁
舎
の
駐
車
場
料
金
が
高
過
ぎ

る
と
の
声
が
あ
る
。
な
ぜ
有
料

化
を
広
げ
て
い
く
の
か
。

答
弁　
現
状
を
検
証
し
な
が
ら
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

質
問　
受
益
者
負
担
と
し
て
、

田
無
庁
舎
、
田
無
公
民
館
、
中

央
図
書
館
、
き
ら
っ
と
の
自
転

車
駐
車
場
の
有
料
化
を
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
が
、
他
市
で
公

共
施
設
を
有
料
化
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
あ
る
の
か
。

答
弁　
庁
舎
駐
輪
場
に
つ
い
て

は
、
多
摩
26
市
で
有
料
化
し
て

い
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

一般質問（4）

行
政
は
市
民
の
た
め
に
あ
る

市
長
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
せ
よ

浅
野
　
髙
司
（
自
民
）

第
４
次
行
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

保
育
料
連
続
引
き
上
げ
は
中
止
せ
よ

安
斉
　
慎
一
郎
（
共
産
）

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
の
が
市
の
役
割

負
担
を
も
た
ら
す
行
革
は
本
末
転
倒

倉
根
　
康
雄
（
共
産
）

国
民
健
康
保
険
料
大
幅
引
き
上
げ
で

市
民
生
活
に
追
い
打
ち
必
至
！

藤
岡
　
智
明
（
共
産
）

が
ん
検
診
の
有
料
化
、
自
転
車
駐
車
場

有
料
化
等
の
市
民
負
担
は
や
め
よ保

谷
　
清
子
（
共
産
）

受
動
喫
煙
防
止
条
例
を
制
定
せ
よ
！

住
宅
改
修
の
質
を
チ
ェ
ッ
ク
せ
よ
！

石
田
　
し
こ
う
（
無
所
属
）

＊

第61号 （５）

西東京市
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質
問　
次
期
ワ
イ
ワ
イ
プ
ラ
ン

は
５
年
後
、
10
年
後
の
子
ど
も

の
育
ち
を
描
く
も
の
。
市
長
の

目
指
す
子
ど
も
の
育
ち
の
イ
メ

ー
ジ
は
。

答
弁　
健
や
か
に
育
つ
環
境
づ

く
り
、
若
者
の
自
立
や
社
会
参

加
の
支
援
を
総
合
計
画
に
盛
り

込
ん
だ
。
総
合
計
画
を
推
し
進

め
る
計
画
を
審
議
会
で
審
議
し
、

策
定
す
る
。

質
問　
新
制
度
に
お
け
る
学
童

ク
ラ
ブ
の
基
準
の
条
例
化
の
進

め
方
は
。

答
弁　
本
市
の
学
童
ク
ラ
ブ
は

一
定
の
水
準
を
維
持
し
、
運
営

し
て
い
る
。
今
後
も
放
課
後
の

児
童
の
居
場
所
づ
く
り
に
努
め
、

安
心
し
て
過
ご
せ
る
楽
し
い
豊

か
な
生
活
の
場
と
し
て
運
営
し

た
い
。

質
問　
泉
小
閉
校
に
向
け
て
の

移
動
希
望
校
調
査
の
公
表
と
保

谷
小
、
谷
戸
二
小
保
護
者
へ
の

情
報
提
供
は
。

答
弁　
統
合
協
議
会
は
傍
聴
で

き
、
会
議
録
は
公
開
す
る
。
資

料
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
で
き
る
。

調
査
結
果
は
統
合
協
議
会
に
報

告
し
、
泉
小
保
護
者
に
お
知
ら

せ
を
す
る
。
他
校
へ
の
情
報
提

供
は
検
討
す
る
。

そ
の
他
質
問
等

◇
庁
舎
統
合

◇
男
女
平
等
の
推
進

◇
低
炭
素
社
会
づ
く
り
の
推
進

と
市
民
協
働
に
よ
る
環
境
保
全

◇
ゆ
め
こ
ら
ぼ
の
運
営

◇
図
書
館
の
運
営

調
布
保
谷
線
工
事
に
伴
う
通
学

路
変
更

質
問　
電
線
共
同
溝
の
工
事
が

あ
り
、
工
事
の
進
捗
に
合
わ
せ

子
ど
も
た
ち
が
通
る
通
学
路
の

変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
学

校
及
び
保
護
者
か
ら
も
情
報
が

遅
く
、
問
題
と
指
摘
。
平
成
27

年
開
通
に
向
け
、
横
断
歩
道
や

信
号
設
置
も
い
ま
だ
示
さ
れ
な

い
。
都
市
整
備
部
と
教
育
委
員

会
が
連
携
し
、
学
校
に
情
報
提

供
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

答
弁　
教
育
委
員
会
及
び
市
長

部
局
か
ら
東
京
都
に
対
し
工
事

内
容
や
安
全
管
理
、
保
護
者
に

向
け
た
丁
寧
な
説
明
を
強
く
要

請
す
る
。
開
通
後
も
安
全
確
保

を
第
一
に
連
携
し
、
通
学
路
を

指
定
す
る
。
交
通
擁
護
員
の
配

置
等
の
対
策
を
図
る
。

泉
小
学
校
の
移
動
希
望
校
調
査

質
問　
移
動
希
望
校
調
査
の
集

計
結
果
は
。

答
弁　
現
在
、
集
計
分
析
に
時

間
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
経
過

に
つ
い
て
は
、
評
価
分
析
後
次

回
の
統
合
協
議
会
で
報
告
す
る
。

質
問　
な
ぜ
数
字
が
出
せ
な
い

の
か
。

答
弁　
単
純
な
数
値
の
み
の
公

表
は
考
え
て
い
な
い
。

意
見　
議
会
に
は
、
い
つ
報
告

し
て
も
ら
え
る
の
か
。
調
査
は

記
名
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
誰

が
指
定
校
に
行
く
行
か
な
い
は

わ
か
っ
て
い
る
は
ず
。
数
値
を

出
せ
な
い
の
は
指
定
校
に
行
か

な
い
人
が
大
半
で
、出
せ
な
い
の

か
と
不
信
ば
か
り
が
先
行
す
る
。

＊
健
康
・
子
育
て
応
援
情
報
シ

ス
テ
ム「
ワ
ク
チ
ン
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
」

　
平
成
26
年
７
月
１
日
か
ら

開
始
し
た
予
防
接
種
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
自
動
で
作
成
し
て

く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
。ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
登
録
す
る
と
、子
ど

も
の
生
年
月
日
に
合
わ
せ
た

予
防
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

自
動
で
作
成
さ
れ
る
。子
ど
も

に
熱
が
出
た
り
、予
定
が
入
る

な
ど
し
て
、作
成
し
た
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
ど
お
り
に
い
か
な
い

場
合
は
、簡
単
な
操
作
で
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
変
更
を
す
る
こ

と
も
で
き
る
。

＊
Ｄ
Ｃ
Ｐ（
デ
ジ
タ
ル
シ
ネ
マ

パ
ッ
ケ
ー
ジ
）

　

撮
影
か
ら
上
映
ま
で
一
貫

し
て
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
用

い
る
配
給
方
式
。映
画
の
デ
ジ

タ
ル
デ
ー
タ
は
ハ
ー
ド
デ
ィ

ス
ク
、ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
を
経
由
し
て
各
映
画
館

に
配
給
さ
れ
、上
映
さ
れ
る
。

＊
在
宅
療
養
後
方
支
援
病
床

確
保
事
業

　
在
宅
で
療
養
す
る
際
に
、あ

ら
か
じ
め
緊
急
時
に
入
院
を

希
望
す
る
病
院
を
届
け
出
て

お
け
ば
、当
該
病
院
が
い
つ
で

も
対
応
し
、必
要
が
あ
れ
ば
入

院
を
受
け
入
れ
る
事
業
。

＊
熱
中
症
指
標
計

　

気
温
と
湿
度
か
ら
熱
中
症

指
標
値
を
測
定
し
、危
険
性
を

段
階
的
に
ラ
イ
ト
と
ブ
ザ
ー

で
知
ら
せ
る
機
器
。

「
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
」

【
市
か
ら
の
説
明
】　
白
子
川
上

流
六
号
雨
水
幹
線
築
造
工
事
に

お
け
る
工
事
請
負
契
約
を
締
結

す
る
。
契
約
金
額
は
２
億
４
千

516
万
円
。
工
事
場
所
は
下
保
谷

３
丁
目
・
北
町
５
丁
目
地
内
。

「
公
共
施
設
予
約
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
陳
情
」

【
趣
旨
】　
公
共
施
設
予
約
サ
ー

ビ
ス
の
運
用
時
間
の
拡
大
、
利

用
者
登
録
の
方
法
及
び
窓
口
対

応
の
改
善
を
求
め
る
も
の
。

【
市
か
ら
の
説
明
】
公
共
施
設

予
約
サ
ー
ビ
ス
は
午
前
９
時
か

ら
午
前
０
時
ま
で
稼
働
し
て
い

る
。
24
時
間
運
用
す
る
た
め
に

は
シ
ス
テ
ム
の
改
修
が
必
要
で

あ
り
、
費
用
が
か
か
る
。
平
成

29
年
度
に
シ
ス
テ
ム
の
更
新
を

予
定
し
て
お
り
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
運
用
時
間
の
拡
大
を
現
在

検
討
し
て
い
る
。

　
施
設
ご
と
の
利
用
者
登
録
を

改
善
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
利
用
基
準
が
異

な
る
た
め
難
し
い
と
考
え
る
。

【
主
な
質
疑
等
】

問　
現
在
の
シ
ス
テ
ム
を
改
修

す
る
費
用
は
。
改
修
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
100
万
円
程
度
か
か
る
。
今

年
度
か
ら
次
期
シ
ス
テ
ム
の
検

討
を
し
て
お
り
、
新
シ
ス
テ
ム

で
全
て
見
直
し
た
ほ
う
が
合
理

的
な
の
で
考
え
て
い
な
い
。

【
結
果
】　
賛
成
な
し
で
不
採
択

【
主
な
質
疑
等
】

問　
こ
の
事
業
は
平
成
25
年
度

の
入
札
不
調
に
よ
り
平
成
26
年

度
に
事
業
が
延
伸
し
た
。
国
・

都
か
ら
の
補
助
金
の
影
響
は
あ

っ
た
の
か
。

答　
国
の
状
況
等
に
よ
り
現
時

点
で
の
平
成
26
年
度
補
助
金
内

「
市
議
会
本
会
議
に
お
け
る
聴
覚

障
害
者
対
策
に
関
す
る
陳
情
」

【
趣
旨
】　
聴
覚
障
害
者
が
本
会

議
を
傍
聴
で
き
る
よ
う
に
対
策

を
求
め
る
も
の
。

【
市
か
ら
の
説
明
】　
手
話
通
訳

者
の
派
遣
は
、
関
係
機
関
と
調

整
し
た
い
。
字
幕
は
、
議
事
録

と
の
整
合
性
の
問
題
、
技
術
的
、

費
用
的
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

【
主
な
質
疑
等
】

問　
字
幕
、
通
訳
者
の
費
用
は
。

答　
字
幕
は
、
専
用
機
材
を
使

用
し
、
１
時
間
30
万
円
程
度
。

手
話
通
訳
者
は
、
１
人
１
時
間

６
千
250
円
、
２
時
間
９
千
400
円

で
、
４
時
間
ま
で
は
２
名
、
そ

れ
以
上
は
３
名
必
要
。

【
結
果
】　
「
可
能
な
限
り
努
力

さ
れ
た
い
」
と
の
意
見
を
付
し
、

趣
旨
採
択

「
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
」

（
４
件
）

【
市
か
ら
の
説
明
】　
都
市
計
画

法
に
基
づ
く
開
発
行
為
に
よ
り

設
置
さ
れ
、
寄
附
さ
れ
た
道
路

を
道
路
法
の
規
定
に
よ
り
認
定

を
す
る
。

【
主
な
質
疑
等
】

問　
ま
だ
住
宅
が
建
設
中
の
路

線
の
場
合
、
道
路
の
保
全
に
つ

い
て
は
、
事
業
者
に
委
ね
ら
れ

る
の
か
。

答　
工
事
完
了
後
１
年
間
は
、

道
路
の
傷
み
が
発
覚
し
た
段
階

で
、
事
業
者
の
責
任
で
補
修
を

し
て
も
ら
う
。

「
自
殺
対
策
に
関
す
る
陳
情
」

【
趣
旨
】　
自
殺
未
遂
患
者
を
市

と
病
院
が
連
携
し
、
退
院
後
も

フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
を
求
め
る

も
の
。

【
市
か
ら
の
説
明
】　
本
年
度
、

都
の
事
業
と
し
て
、
自
殺
者
に

対
す
る
相
談
・
調
整
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
持
つ
団
体
へ
の
委
託
事
業

を
実
施
す
る
。
市
で
は
本
事
業

実
績
が
あ
る
。

問　
落
札
率
が
88
％
と
比
較
的

高
い
が
、
競
争
性
は
確
保
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答　
平
成
25
年
度
の
工
事
全
体

の
平
均
落
札
率
が
91
・
51
％
と

な
っ
て
お
り
、
競
争
性
は
確
保

さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
議
案
に
つ
い
て
議
会
に
し

っ
か
り
と
説
明
し
て
い
く
べ
き
。

答　
今
回
の
議
案
の
説
明
に
当

た
り
配
慮
に
欠
け
て
い
た
部
分

が
あ
っ
た
。
今
後
は
、
丁
寧
な

対
応
に
努
め
た
い
。

【
結
果
】　
賛
成
多
数
で
同
意

示
は
な
い
が
、
国
・
都
と
の
協

議
の
中
で
要
望
し
て
い
る
。

問　
今
回
の
工
事
の
必
要
性
は
。

答　
西
武
池
袋
線
北
部
及
び
ひ

ば
り
が
丘
地
域
の
約
100　
ha
の
雨

水
排
水
を
受
け
持
つ
も
の
で
、

集
中
豪
雨
時
に
一
定
の
効
果
が

期
待
で
き
る
。

問　
内
示
が
な
い
段
階
で
入
札

に
踏
み
切
っ
た
判
断
の
理
由
は
。

同
じ
よ
う
な
事
例
は
あ
る
の
か
。

答　
本
事
業
は
既
に
１
年
遅
れ

て
お
り
、
市
民
生
活
へ
の
影
響
、

事
業
の
重
要
性
等
を
考
慮
し
た
。

同
様
の
事
例
と
し
て
は
学
校
の

空
調
設
備
工
事
や
、
平
成
25
年

度
に
他
市
で
追
加
交
付
さ
れ
た

の
中
で
、
情
報
提
供
、
支
援
の

調
整
を
受
け
な
が
ら
対
応
を
図

る
。

【
主
な
質
疑
等
】

問　
自
殺
対
策
の
進
捗
状
況
は
。

答　
市
で
は
、
補
助
金
を
活
用

し
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
、

駅
で
の
自
殺
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
対

面
に
よ
る
か
ら
だ
と
心
の
健
康

相
談
や
市
の
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
を

設
け
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
る
。

【
結
果
】　
賛
成
少
数
で
不
採
択

問　
工
事
が
終
わ
っ
た
段
階
で
、

担
当
課
と
し
て
現
地
を
確
認
し

て
お
く
作
業
は
必
要
だ
。

答　
日
々
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

で
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
、
業

者
や
市
民
か
ら
連
絡
が
あ
れ
ば
、

す
ぐ
に
対
応
す
る
。

【
結
果
】　
賛
成
全
員
で
可
決

一般質問（5）、用語の解説、本会議の審議から、委員会の審査から

誰
の
た
め
？
何
の
た
め
の
行
政
か
？

当
事
者
へ
の
情
報
提
供
は
迅
速
に
！

大
友　
か
く
子
（
無
所
属
）

丸
山
市
政
は
隠
ぺ
い
体
質
か
？

教
育
委
員
会
も
情
報
開
示
す
べ
き

桐
山　
ひ
と
み
（
無
所
属
）

用
語
の
解
説

企
画
総
務
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
の
審
議
か
ら

定
例
会
初
日
に
本
会
議
に
上
程
さ
れ
た
議
案
「
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」
に
関
し
て
は
、
本
会
議
で
審
議
が

行
わ
れ
た
た
め
、
そ
の
主
な
審
議
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。委

員
会
の
審
査
か
ら

議
案
や
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、
原
則

と
し
て
所
管
の
常
任
委
員
会
等
で
審
査
を
行
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
第
２
回
定
例
会
に
お
け
る
各
委
員
会
で
の
主
な
審
査

内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成26年8月15日　 発行 第61号 （６）

西東京市



第3回議場コンサ－ト

富山県高岡市
「高岡市老朽空き家等の適正な管理に関する
条例」について
「老朽危険空き家除去支援事業」について
高岡市では、空き家の増加に伴い、防犯・防

災等の問題があるとして、住民から苦情や相
談が寄せられるようになった。特に老朽空き
家の増加は、生活環境に悪影響を与えるよう
になり、平成21年4月に「老朽空き家対策連
絡協議会」を庁内に設置して検討を進め、安
全で安心なまちづくりを進め、生活環境を保
全するため、平成25年3月に条例を制定した。
「老朽危険空き家除去支援事業」は、建築資
材の落下や飛散等のおそれのある空き家の
解体を行う市民に、その費用の一部を補助す
る制度。補助の対象となる空き家は、一戸建
てのもので、近隣及び道路等、周辺への危険
度判定基準を満たすものとし、補助金額は補
助対象経費の２分の１、50万円を上限とし
ている。

石川県金沢市
「金沢市再生可能エネルギー導入プラン」
「防災対策としてのエネルギーセキュリティ
の向上」について
金沢市では、豊かな自然環境や身近な生活

環境の保全に積極的に取り組むとともに、歴
史的なまちなみや伝統文化の保存に努めて
きた。平成14年に「金沢市新エネルギービジ
ョン」、平成23年３月に「金沢市低炭素都市
づくり行動計画」を策定し、持続的な発展が
可能となるまちづくりを進め、平成25年度
に「金沢市再生可能エネルギー導入プラン」
を策定した。このプランでは再生可能エネル
ギーの導入や未利用エネルギーの活用を計
画的に図り、「エネルギー自立都市金沢の実
現」を目指している。
計画では、18のモデル事業を実施するが、

防災対策の視点から、災害発生時に電力を自
力で確保できるように、市内の防災拠点等に
太陽光発電設備と蓄電設備を計画的に設置
する。既に、防災拠点225施設のうち15施設
に設置され、今後、10施設に設置する計画で
ある。

山口県宇部市
「シティセールス」について
平成24年度から本事業に取り組み、翌年

度に広報部の名称を広報・シティセールス部
に変更、「人が元気になり、地域が元気になり、
いかに人を呼び込むか」を目標とした。
市を積極的にＰＲすることが可能な方を、

居住地や出身地に関係なく、シティセールス
パートナーとして登録し、市の持つ魅力の市
内外への効果的な発信に努めてもらった。市
長もみずから都心に出てトップセールスを
行い、企業の誘致と雇用枠の上昇にも成功し
た。特に効果的だったのは、プレスツアーや
メディアキャラバンなど、首都圏のメディア
を市に招き、地域資源を実際に見て・触れて・
魅力を伝えるという手法で、メディアに取り
上げられる確率が高かった。
急激な工業化による公害都市という市の

イメージを変えるために、まちを彫刻で飾る
運動を広め、ときわ公園にて「ＵＢＥビエン
ナーレ（現代日本彫刻展）」を隔年で開催して
いる。

山口県下関市
「庁舎建設候補地の決定までの経緯」につい
て
合併協定項目には「合併後10年以内を目

途に新庁舎の建設」「建設位置は新市の住民
全体の利便性を考慮し、新下関区域周辺が最
適であるとの多数意見に配慮すること」とさ
れていた。
外部委員から成る新庁舎建設候補地検討

委員会を設置、この答申を受け副市長を委員
長とした庁舎問題検討委員会を設置したが、
候補地を１カ所に決められなかったため、住
民説明会・アンケートを実施し、市長の総合
的な判断で新下関区域に移転・新築を決定。
しかし、その後の選挙で移転・新築反対の

市長が当選し、新庁舎建設問題が白紙となり、
新市長は、現庁舎の活用を最優先し、既存の
本庁舎の本体部分を耐震改修しながら増設
を図るとした。議会棟・保健所棟は解体・撤去
し、市民サービス棟を新築した。

岩手県盛岡市
「もりおか子育て応援パスポート事業」につ
いて
　盛岡市では、平成16年に行った盛岡市次
世代育成支援に関するニーズ調査と、市長公
約の２つの観点から市と商工会議所で検討
を重ね、平成20年より、「もりおか子育て応
援パスポート（通称：もりパス）」をスタート
させた。
　盛岡市が発行する「もりおか子育て応援パ
スポート（通称：もりパス）」を、盛岡市内の協
賛企業、店舗などに提示することにより、さ
まざまなサービスを受けることができる。

岩手県遠野市
「地域ＩＣＴ健康増進ネットワーク事業」に
ついて
遠野市は、高齢化が進み、平成26年４月末
現在の高齢化率は35.2％で、これは25年後
の日本の姿といわれている地域である。
１人当たりの医療費も国民健康保険被保
険者で、年間約33万円、後期高齢者保険被保
険者では、２倍の66万円という状況である。
そこで、高齢者の健康不安の払拭、健康寿命
の延長、医療費の削減を図るため、ＩＣＴを
活用した健康づくりと医療支援を３本柱で
行っている。
「遠野ＩＣＴ健康塾」は、テレビ電話等を使
い、医師と健康指導スタッフが連携した「顔
の見える」健康サポートのネットワークによ
る、疾病予防と健康づくりのコミュニティを
つくることを目的としている。

岩手県釜石市
「防災教育と震災復興の現状」について
東日本大震災で大きな被害を受けた釜石
市では、群馬大学の片田教授による「避難三
原則」を代表とする防災教育によって、「釜石
の奇跡」と呼ばれる小中学生の迅速な避難が
行われ、その要因と、復興の現状を視察。
釜石市が防災教育に至った目的は、まずは
子どもたちの安全確保、そして、防災意識を
子どもから大人ひいては地域全体へ根づか
せることだった。

当
日
は
小
雨
の
降
る
あ
い
に
く
の
お
天
気
で

し
た
が
、
お
越
し
に
な
っ
た
48
名
の
市
民
の
皆
さ

ん
は
、
議
員
席
や
傍
聴
席
で
、
演
奏
を
間
近
に
お

聞
き
に
な
り
ま
し
た
。

演
奏
は
、
東
京
ニ
ュ
ー
シ
テ
ィ
管
弦
楽
団
の

木
管
五
重
奏
。
平
成
２
年
に
発
足
し
、
来
年
創
立

25
周
年
を
迎
え
る
楽
団
で
、
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
で

の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
市
の
文
化
・
芸
術
の
振
興

に
大
変
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｊ
．シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
「
観
光
列
車
」
を
皮
切

り
に
、「
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・

セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
な
ど
約
30
分
の
演
奏
が
行
わ
れ
、

市
民
の
皆
さ
ん
も
楽
団
の
奏
で
る
美
し
い
旋
律
に

感
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
楽
団
の
方
に
よ
る
曲
と
楽
器
の
紹
介

も
あ
り
、
実
際
に
演
奏
で
使
用
す
る
楽
器
を
間
近

で
見
な
が
ら
の
解
説
が
大
変
わ
か
り
や
す
い
と
、

皆
さ
ん
に
好
評
で
し
た
。

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
初
め
て
議
場
に
お

越
し
に
な
っ
た
方
も
多
く
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
、

議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
な
ら
ば
幸
い
で
す
。

な
お
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
様
子
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
」

の
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

Ｑ１．曲目や演奏はどうでしたか？
よかった　97％　　ふつう　３％
ご感想：誰でも知っている曲が中心で楽しかったです。
　　　 生の演奏は身近に感じました。

Ｑ２．また議場コンサ－トを聴きに来たいですか？
はい　100％
ご感想：議員席で拝聴出来て感激しました。次回も楽しみにしています。

Ｑ３．議場コンサ－ト開催の情報はどこから得ましたか？
１位　　市報
２位　　議会だより
３位　　市ホームページ、議員から聞いて、議員のホームページを見て、等

Ｑ４．ご来場者の年代は？
１位　　70代　　48％
２位　　60代　　26％
３位　　40代　　17％

第3回議場コンサ－ト

委員会視察 REPORT、議会NEWS

文教厚生委員会視察 REPORT 建設環境委員会視察 REPORT
日程・視察先
６月30日　富山県高岡市
７月１日　石川県金沢市
報告者　建設環境副委員長　酒井　豪一郎
参加委員数　８人

企画総務委員会視察 REPORT
日程・視察先
５月12日　山口県宇部市
５月13日　山口県下関市
報告者　企画総務委員長　田中　のりあき
参加委員数　７人

日程・視察先
５月14日　岩手県盛岡市
５月15日　岩手県遠野市
　　　　　岩手県釜石市
報告者　文教厚生委員長　佐藤　公男
参加委員数　８人

議会 NEWS
大好評♪第3回議場コンサ－ト

●開催日時／平成26年6月6日（金）午前10時から　●開催場所／市役所田無庁舎3階　議場　●演 奏 者／東京ニューシティ管弦楽団（木管五重奏）

皆
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
感
想
は
？

当
日
35
名
の
方
が
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
回
答
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

♫♯
♭
♩ ♬

第61号 （７）

西東京市
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ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ

○
市
議
会
本
会
議
に
お
け
る
聴

覚
障
害
者
対
策
に
関
す
る
陳

情　
　
　
　
　
〈
趣
旨
採
択
〉

（
議
会
運
営
）

○
公
共
施
設
予
約
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
陳
情

○
公
有
財
産
に
関
す
る
陳
情

（
以
上
、
企
画
総
務
）

○
自
殺
対
策
に
関
す
る
陳
情

（
文
教
厚
生
）

○
公
共
下
水
道
へ
の
未
接
続
家

庭
へ
の
対
処
に
関
す
る
陳
情

（
建
設
環
境
）

○
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
助
成
制
度

に
関
す
る
陳
情

○「
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
」
条
例
の
厳
格
な
運
用
を

求
め
る
陳
情

（
以
上
、
建
設
環
境
）

○
防
災
資
器
材
等
備
蓄
倉
庫
の

隣
地
公
園
内
設
置
に
関
す
る

陳
情            

（
建
設
環
境
）

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す

る
医
療
費
助
成
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書

【
提
出
先
】　

衆
議
院
議
長
、参

議
院
議
長
、内
閣
総
理
大
臣
、厚

生
労
働
大
臣

集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認
す

る
解
釈
改
憲
を
行
わ
な
い
こ
と

を
求
め
る
意
見
書

【
提
出
先
】　

内
閣
総
理
大
臣
、

総
務
大
臣
、内
閣
法
制
局
長
官
、

防
衛
大
臣

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
に
か
か
わ

る
労
災
認
定
の
改
正
及
び
啓

発
・
周
知
な
ど
を
求
め
る
意
見

書【提
出
先
】　

衆
議
院
議
長
、参

議
院
議
長
、内
閣
総
理
大
臣
、総

務
大
臣
、厚
生
労
働
大
臣
、文
部

科
学
大
臣

死
因
究
明
等
推
進
基
本
法
案
の

早
期
成
立
に
関
す
る
意
見
書

【
提
出
先
】　

衆
議
院
議
長
、参

議
院
議
長
、内
閣
総
理
大
臣
、厚

生
労
働
大
臣

東
京
都
立
高
校
入
試
採
点
ミ
ス

の
実
態
を
徹
底
解
明
し
再
発
防

止
を
求
め
る
意
見
書

【
提
出
先
】　

東
京
都
知
事
、東

京
都
教
育
委
員
会
教
育
長

編
集
後
記

・工事請負契約の締結について

・市道路線の認定（４件）・変更（２件）
について

・市議会委員会条例の一部を改正する
条例

・ウイルス性肝炎患者に対する医療費
助成の拡充を求める意見書

・軽度外傷性脳損傷にかかわる労災認
定の改正及び啓発・周知などを求め
る意見書

・死因究明等推進基本法案の早期成立
に関する意見書

・東京都立高校入試採点ミスの実態を
徹底解明し再発防止を求める意見書

・集団的自衛権行使を容認する解釈改
憲を行わないことを求める意見書

・国民健康保険料 ( 税 ) の負担軽減のた
め、国庫負担率を引き上げることを
求める意見書　※２

・人間らしく働ける労働法制の強化を
求める意見書

・地方教育行政の組織及び運営に関す
る法律改正に反対する意見書

無
所
属
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
み
ら
い（
１
）

無
所
属
・
市
民
が
つ
く
る
未
来
の
会（
１
）

無
所
属
・
中
道
無
所
属
の
会（
１
）

無
所
属
・
民
主
ク
ラ
ブ（
１
）

無
所
属
・
市
民
派
無
所
属（
１
）

み
ん
な
の
党
西
東
京（
２
）

西
東
京
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム（
３
）

日
本
共
産
党
西
東
京
市
議
団（
４
）

西
東
京
市
議
会
公
明
党（
５
）※

１

自
由
民
主
党
西
東
京
市
議
団（
８
）

結　
　
　
　
果

否
決

可
決

可
決

可
決

同
意

第 2回定例会 議案の議決結果一覧 ○賛成　×反対　－退席

会　　派
( ) は所属議員数

件　　名

委
員
会

提
出
議
案

市
長

提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

賛成全員

賛成全員

賛成全員

会 

議 

の 

開 

催 

状 

況

４
日　
会
派
代
表
者
会
議

22
日　
議
会
報
編
集
委
員
会

23
日　
会
派
代
表
者
会
議
、
議
会
運
営
委
員
会

７
日　
会
派
代
表
者
会
議

19
日　
会
派
代
表
者
会
議
、
議
会
運
営
委
員
会

３
日　
議
会
運
営
委
員
会

６
日　
第
２
回
定
例
会
・
本
会
議
（
議
案
等
上
程
〜
議
決
、

付
託
）、
議
会
報
編
集
委
員
会

９
日　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

10
日　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

11
日　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

12
日　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

13
日　
企
画
総
務
委
員
会
、
建
設
環
境
委
員
会

16
日　
文
教
厚
生
委
員
会

17
日　
議
会
運
営
委
員
会

20
日　
本
会
議
（
委
員
会
審
査
報
告
、
議
員
提
出
議
案

上
程
〜
議
決
）、
建
設
環
境
委
員
会
、
議
会
運
営

委
員
会

※１ 議長は採決に加われないため、採決時は４名。  　※２ 可否同数により、議長裁決

平
成
26
年
５
月
１
日
付
で
、

大
友
か
く
子
議
員
が
「
生
活
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
か
ら
「
無
所

属
（
市
民
が
つ
く
る
未
来
の

会
）」
に
、
石
田
ひ
ろ
こ
議
員

が
「
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

市
議
会
だ
よ
り
の
最
大
の

使
命
は
、
市
民
の
皆
様
に
議
会

で
の
出
来
事
を
わ
か
り
や
す

く
お
伝
え
す
る
こ
と
で
す
。

市
議
会
だ
よ
り
は
、
各
会

派
か
ら
１
人
ず
つ
選
出
さ
れ

た
委
員
で
構
成
す
る
、「
議
会

報
編
集
委
員
会
」
で
編
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
わ
か
り
や
す
い

も
の
と
す
る
た
め
、
１
面
の
写

真
の
選
定
か
ら
、
タ
イ
ト
ル
の

工
夫
、
紙
面
全
体
の
レ
イ
ア
ウ

ト
な
ど
に
つ
い
て
、
委
員
会
の

中
で
議
論
し
て
、
作
成
し
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
わ
か

り
や
す
い
紙
面
の
提
供
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
ご
意
見
等
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
議
会

事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
）

■
第
３
回
定
例
会
は
８
月
29
日

(

金)

か
ら
開
催
す
る
予
定
で

す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り

次
第
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
請
願
・
陳
情
の
提
出
は
８
月

22
日(

金)

ま
で
で
す
。

　
請
願
・
陳
情
は
い
つ
で
も
受

け
付
け
し
て
い
ま
す
が
、
第
３

回
定
例
会
で
審
査
を
行
う
た
め

に
は
、
８
月
22
日(

金)

ま
で
に

ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
議
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※

定
例
会
開
催
予
定
日
に
変
更

が
あ
る
場
合
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

か
ら
「
無
所
属
（
生
活
者
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
・
み
ら
い
）」
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
26
年
７
月
８

日
付
で
、「
み
ん
な
の
党
西
東

京
」
が
「
新
生
ク
ラ
ブ
」
に
名

称
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　議員は、選挙区内の方に対する次の行為が禁
止されています。
◇お金や物の贈答
◇暑中見舞、残暑見舞等の時候の挨拶状の送付
　（答礼のための自筆によるものは除く）
◇地域のお祭り・会合等への差し入れ、お祝金、
賛助金を出すこと

※実費が伴う行事や会費が必要な催しを議員に
案内する際には、会費を明示してください。

　市民の皆様のご理解とご協力をお願いいたし
ます。

禁止されています！

〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × 〇

× - 〇 〇 - 〇 〇 - 〇 〇

× × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

× × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

× × 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇

議員の寄附行為や時候の挨拶状

（
平
成
26
年
４
月
〜
６
月
）

現議員の任期満了に伴う市議会議
員選挙は平成26年12月21日に行
われます。

議決結果（議案、陳情）、意見書、会議の開催状況、お知らせ

陳
情
の
結
果

会
派
及
び

　　会
派
名
の
変
更
に
つ
い
て

今
定
例
会
で

　　　　可
決
し
た
意
見
書

次
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

（　

）
は
付
託
委
員
会

採
択
さ
れ
た
も
の

不
採
択
と
な
っ
た
も
の

継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

取
り
下
げ

４
月

５
月

６
月

議員の寄附行為や時候の挨拶状
禁止されています！

西東京市議会議員選挙は
平成26年12月21日です！
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